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１．概要（Summary） 

細胞外小胞などのナノ粒子は, ナノサイズ特有の物性

や機能を持つことが知られている。しかし, ナノ粒子を計

測する方法は限られており, 集団としての物性や機能し

か知られていない。無機ナノ粒子の場合は分布が分かれ

ば評価できるが, 生体ナノ粒子はヘテロな集団であるた

め, 1 粒子ごとの物性を知る必要がある。しかし, ナノ粒子

を個別に計測する方法がほとんどないのが現状である。

我々は 1 粒子ごとの特性評価を目標として, 粒子固定用

ナノアレイチップ等の開発を行ってきた。今年度は材料評

価や表面改質に関する研究, モデル粒子の作製及び計

測用デバイスの開発も行った。  
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

超高速大面積電子線描画装置, レーザー直接描画装

置, LL 式高密度汎用スパッタリング装置, 高密度汎用ス

パッタリング装置, クリーンドラフト潤沢超純水付, 形状・

膜厚・電気評価装置群, SEM TM-3030PLUS 
【実験方法】 

ポジ型電子線レジスト(ZEP520A, ZEP520A-7)を用い, 
ナノドットアレイや格子パターンを EB 描画した。スパッタリ

ング装置は表面改質・材料評価用サンプル作製に利用し

た。レーザー描画直接装置を利用して計測デバイスのマ

イクロチャンネルを作製した。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製したマイクロフリーフロー電気泳動(µFFE)デバイ

スを利用して, 表面ゼータ電位によるエキソソームの高ス

ループット分離(6.0×109粒子/分)を達成した。 
EB で作製したナノドットアレイ(200 nm 径)を選択的に

化学修飾した後, 金ナノ粒子を曝露し, 金ナノ粒子ナノ

構造を作製した。ナノドットのサイズが被覆率に及ぼす影

響と, 表面増強作用との関連性を調べた。 
異方性のある標準ナノ粒子(直方体)を作る目的で、200 

nm厚のレジストに 200 × 
600 nm2 の格子パター

ンを作製する描画条件

および現像条件を検討

した。 
Fig. 1 Nano-rectangular array for standard nanoparticles 
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